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学位論文名： Factorsassociated wi由 enrollmentand adherence of outp瓜ientcardiac 
rehabilitation in Japan. （日本における外来型心臓リハビリテーションの参加関連
要因と継続関連要因についての検討）
心臓リハビリテーションは、運動耐容能、生活の質（Qualityof Life）、生命
予後の改善といった効果が示されている。しかし我が国では、心疾患患者での
実施率は諸外国に比較して低い。実施施設においても、参加率並びに継続率は
低いことが報告されている。そのため、本研究では外来通院型心臓リハビリテ
ーションにおける参加関連要因と、継続関連要因を検討した。外来通院型心臓
リハビリテーションの参加関連要因として、社会的要因（高齢、病院までの距
離）が参加阻害因子として挙げられた。継続関連要因としては、身体的要因（虚
血性心疾患、安定剤等の内服）が継続促進因子として挙げられた。この研究は、
外来通院型心臓リハビリテーションに参加しやすい包括的なシステムを構築す
るのに役立ち、そして予後の改善につながる可能性がある。
申請者は審査委員からの指導・助言に対して、適切に回答した。臨床的に意
義のある研究であり、本論文を学位論文に値すると判断する。
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